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介護予防事業に携わり3 年。この事業は、65
歳以上の方が「病気があっても住みなれた地域で
活動的に暮らす」ことが目的です。そのなかで私
は今、外出のきっかけ

・・ ・ ・
づくりに力を入れています。

利用者とのかかわりのなかで、「外出したいけ
ど、膝や腰が痛くて一人では自信がない」、「一緒
に行く友達がいないので、外出しても
おもしろくない」という声をよく聞く
ようになりました。私たちにとっては
当たり前のことが、その方たちは年々
難しくなるということに改めて気づか
されています。
そこで外出をテーマにした取り組
みを実施することにしました。「集合
場所に集まって、バスや電車に乗って

目的地まで行く」という何気ないことですが、参
加者にとっては簡単ではなく、みなさん決心して
出かけてこられます。その分、楽しみや達成感は
大きくなるのでしょう。先日、動物園に行ったと
きには、懐かしいという声があちこちから聞こえ
てきました。また、園内の観覧車に乗って「楽し

かったぁ」と満面の笑みを浮かべてお
られました。「次はどこに行こうか」
と楽しみにする方も増えています。
病気があっても、膝・腰が痛くても
閉じこもらず外に出て人と交流し、
いきいき
・・ ・ ・

と生活をする。いつかは介護
を受けるかもしれない。でも“今”を
楽しく過ごす時間をつくる。それが、
私の願いです。

“今”を楽しく過ごしていただく時間づくりを

老健施設は在宅復帰に向けた中間施
設ですが、なかなか難しいのが現状で
す。これまでに何度か在宅復帰の調整
に携わりましたが、維持できず再入所
する方も少なくありません。
その理由の一つに、バックアップ体
制の不十分さがあると反省しています。
当施設の通所リハビリ・ショートステ
イの有効活用や、季節入所等のリピー
ト利用できる体制をしっかり構築していけば、在
宅生活への安心感へとつながり、復帰率も多少変
わってくるのではないかと思います。
また、在宅復帰にはタイミングも重要です。せ
っかくリハビリで在宅へ戻る能力を向上させても、
こちらからの働きかけが少ないことでそのタイミ

ングを逃してしまうケースもあります。
少しでも在宅復帰の可能性が考えられ
るケースにおいては、家族に対してこ
まめな状態報告や外泊支援、地域サポ
ート体制の構築を図り、住み慣れたわ
が家の暮らしに安心して戻れるような
環境づくりをもっとアプローチしてい
かなくてはならないと思います。
介護療養型医療施設の廃止方針も影

響してか、最近では利用者の長期化・重度化が進
み、老健施設は長期療養施設という感覚を持たれ
ている方も多いと感じます。確かに多機能性を問
われている昨今ですが、本来の老健施設の姿であ
る在宅復帰という機能をしっかりと心に留め、
日々の職務に努めていきたいと考えております。

本来機能の在宅復帰をしっかりと心に留めたい
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入職当時を振り返ると、周りも見えず目の前の
仕事をこなすだけで心の余裕がなかったことを思
い出します。しかしその後、利用者とのかかわり
や先輩方の指導・経験談から多くを学びました。
なかでも特に重要だと感じたのが「気づき」です。
当施設はショートステイのニーズが高く、多い

日には入れ替わりが十数名にもなりま
す。そのなかで業務に追われ利用者と
のかかわりが少なくなってしまいがち
ですが、朝一番の挨拶の表情、声のト
ーン、食欲等、利用者の小さなサイン
を見逃さないようにしています。
介護経験の有無・年齢・社会的背景

等がさまざまに異なる方々が就職して
くるなかで、介護技術はもちろんです

が、「気づいて行動・報告・相談できる」人材の
育成に私自身、力を入れています。利用者と向き
合ういろいろな場面を通じてかかわりを増やして
いくことで気づきは生まれてくるものです。さら
に、互いの気づきを話し合い、利用者とのかかわ
り方を考えたり業務内容を検討したりして、利用

者・家族、またスタッフ同士の信頼関
係を築いていくことが必要です。
こうした「気づき」の多いスタッフを
現場に増やしていき、利用者や家族か
ら、この施設を選んでよかった、この
施設・この人なら大丈夫と思われる施
設づくりをめざし、これからも日々、
利用者とかかわっていきたいと思いま
す。

小さなサインを見逃さない「気づき」が大切

私は、認知症状のある利用者と向き
合うときに思うことがあります。初め
て来た施設で、顔の知らない人たちが
大勢いて、よくわからない小娘にリハ
ビリと称して運動を強いられることが、
利用者にとって、どれだけのストレス
と不安を与えているかということです。
大半が認知症状を呈している状況で、

利用者のためにリハビリを行う際は、
機能的な訓練よりも必要なことがあるのではない
かと思いました。そこで私が始めたことは、まず
は利用者に顔を覚えていただくこと、可能であれ
ば名前も覚えていただくことでした。何日も何か
月もかけて、顔を合わせれば、「覚えとる？」と
尋ね、少しでも印象に残るように努力します。す

ると「あんた見たことあるなぁ」、「顔
は知っとる」と言っていただけるよう
になったり、冗談を言われるようにな
ったりすることで信頼関係が築け、初
めて本当の意味でリハビリを行ってい
ただけるようになったと感じます。
利用者の長い人生のなかで、当施設

を利用される期間はとても短いです。
その期間のなかで、リハビリを通じて

私がその人とかかわれる時間はごくわずかで、で
きることは限られています。その少ない時間のな
かで、躍起になって機能の維持・向上を図るだけ
ではなく、少しでも楽しく、安心してリハビリが
できるように心がけることも、私の仕事の一つな
のではないかと感じています。

本当のリハビリは利用者との信頼関係の上に
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